
地方税統一ＱＲコード（ｅＬ－ＱＲ）による
納税方法の拡大について

〇納税方法

１ スマートフォン決済アプリ（PayPay等）での納付
２ 地方税お支払サイト（クレジットカード等）での納付
３ 金融機関窓口での納付
４ 納税貯蓄組合、口座振替、役場及び各支所での納付

令和５年度から集合主税の納付書に印刷されたQRコードを読み取る
ことで、クレジットカード等での納付や、スマートフォン決済アプリを
通じたキャッシュレス納付が可能となるほか、eL-QR対応金融機関であ
れば全国どの金融機関窓口でも納付が可能となりますのでお知らせしま
す。



１ スマートフォン決済アプリ（PayPay）の場合

㋐ ㋑ ㋒

③ ㋒「チャージして支払う」をタップ
して支払完了（残高が足りないため、
チャージしてとなっているが、残高が
ある場合は「今すぐ支払う」と表示さ
れます。）

① スマホ決済アプリを開く

② ㋐の「スキャン」ををタップし（PayPayの場
合）㋑のQRコードを読み取る

eL番号



２ 地方税お支払サイトの場合

ブラウザを開き「地方
税お支払サイト」と入
力し、②を開く。
または、右の
QRコードを
読み取り②を
開く

「eL-QRでお支払
い」をタップし③
を開く

① ② ③ ④ ⑤

「カメラを起動する」
をタップしQRコード
を読み取る

「続けて読み取る」ま
たは「お支払いへ進
む」をタップ

支払い方法を選択し納付する
・クレジットカード
・インターネットバンキング
・口座振替（ダイレクト方式）
・ペイジー番号を発行し当サイト
以外で支払う



３ 金融機関窓口の場合
これまでどおり、窓口へ納付書を持参し納付する。
※これまでは、指定金融機関等（北洋銀行・道南うみ街信用金庫・郵便局またはゆうちょ銀
行）でしか納付することができなかったが、全国の地方税統一QRコード対応金融機関（全国
の全ての都銀、地銀、第二地銀及び信託銀行等７行中２行）で納付することができる。

４ 納税貯蓄組合、口座振替、役場及び各支所での納付

納税貯蓄組合での納付、北洋銀行、道南うみ街信用金庫及びゆうちょ銀行での口座振替、
役場並びに各支所の窓口でもこれまでどおり納付できます。

銀行は、都銀（５行）・地銀（６２行）・第二地銀（３７行）のすべてが令和５年４月から対応（１０４行）
信託銀行及びその他銀行２８行のうち窓口業務を行っている７行中２行が令和５年４月から対応
合計 １０６行が対応 導入率 ９５．５％



５ スマホ決済－利用可能アプリ

各サイトの操作方法等
詳細はこちら



６ 注意事項

地方税お支払いサイトでクレジットカード払いをする場合は別途手数料がかかります。
（納税者負担）

破損、汚損などで地方税統一QRコード（eL-QR）が読み取れない場合、利用できません。

地方税お支払サイトやスマートフォン決済アプリにより納税された場合、領収証書や軽自
動車税種別割納税証明書は発行されません。領収証書や、すぐに軽自動車税種別割納税証明
書が必要な方は、金融機関、役場及び各支所の窓口で納税してください。

ダイレクト方式のご利用は、eLTAXの利用者IDと口座情報の登録がある方に限ります。


